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市政情報

令和2年度からスタートした「第6次鶴ヶ島市総合計画」。
市の将来像「しあわせ共感　安心のまち　つるがしま」の
実現に向けた取組などをお知らせします！しあわせ共感しあわせ共感

安心のまち安心のまち
つるがしまつるがしま
の実現に向けて
の実現に向けて ▶介護予防ボランティア「つるフィット」

市が認定した介護予防運動の指導を行うボ
ランティアです。
自治会館などの身近な場所で「つるゴン元気
体操(重りを使った体操)」やボールを使っ
た体操など、高齢者を対象とした運動指導・
サポートをし、高齢者が元気にいきいきと暮
らせる地域を目指し、活動しています。

▶食生活改善推進員
料理教室や食に関する展示などを通じて、
望ましい食生活の普及啓発活動を行って
います。

市では、いつまでも健康でいられるまちづくりのため、
これからも健康づくりの担い手の支援を行っていきます。

第49回衆議院議員総選挙および第25回最高裁判所裁判官国民審査の開票結果

問合先　選挙管理委員会

衆議院小選挙区選出議員選挙	 	
投票率56.65%（58.19%）

候補者名（届出順） 得票数
坂
さかもと

本　ゆうのすけ 15,485票（90,214票）
山
やまぐち

口　すすむ 16,964票（96,153票）
合計 32,449票（186,367票）

※（　）は、埼玉県第10区の投票率と得票数です

衆議院比例代表選出議員選挙	 	
投票率56.63%

政党等名称（届出順） 得票数
自
じゆ う み ん し ゅ と う

由民主党 10,238票
日
にほんきょうさんとう

本共産党 2,669票
立
りっけんみんしゅとう

憲民主党 8,152.459票
公
こうめいとう

明党 4,569票
日
に っ ぽ ん い し ん

本維新の会
かい

3,197票
れいわ新

しんせんぐみ

選組 1,342票
社
しゃかいみんしゅとう

会民主党 612票
国
こくみんみんしゅとう

民民主党 1,417.540票
N
えぬえいちけい

HKと裁
さいばん

判してる党
とう

弁
べ ん ご し ほ う

護士法72条
じょういはん

違反で 534票
合計 32,730.999票

※立憲民主党と国民民主党には按
あん

分により小数点以下の票が含まれます

最高裁判所裁判官国民審査		
投票率56.32%

氏名 罷免可（×あり） 罷免不可（×なし）
深
み や ま

山　卓
た く や

也 2,865票 29,743票
岡
おか

　　正
まさあき

晶 2,267票 30,341票
宇
う が

賀　克
か つ や

也 2,439票 30,169票
堺
さかい

　　徹
とおる

2,268票 30,340票
林
はやし

　　道
みちはる

晴 2,899票 29,709票
岡
おかむら

村　和
か ず み

美 2,684票 29,924票
三
み う ら

浦　守
まもる

2,388票 30,220票
草
く さ の

野　耕
こういち

一 2,476票 30,132票
渡
わたなべ

邉　惠
え り こ

理子 2,224票 30,384票
安
やすなみ

浪　亮
りょうすけ

介 2,230票 30,378票
長
ながみね

嶺　安
やすまさ

政 2,716票 29,892票

▶フレイルサポーター
フレイル(心身の虚弱状態）チェック測定会
（24ページ参照）や勉強会などを通して、フ
レイル予防の普及啓発活動を行っています。

自主研修の様子

つるフィットと参加者

健康づくりの担い手が活躍しています!!

自治会館な
ど身近な場

所で

自治会館な
ど身近な場

所で

行われる体
操教室など

に
行われる体

操教室など
に

ぜひご参加
ください

ぜひご参加
ください♪♪
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市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
年

２
回
、
上
半
期（
４
月
～
９
月
）と

下
半
期（
10
月
～
３
月
）に
分
け
て

定
期
的
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
令
和
３
年
度
上
半
期
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
当
初
予
算
額
は
２
０
９
億
１
０

０
０
万
円
で
、
そ
こ
に
「
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
」
な
ど
、
新
た
に
必
要
と
な

っ
た
23
億
７
５
５
２
万
円
を
補
正

予
算
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
９
月
末
現
在
の
予
算
額

は
２
３
２
億
８
５
５
２
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　
１
１
０
億
８
７
１
７
万
円
が
収

入
済
み
で
47
・
６
％
の
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
や
国
・
県

支
出
金
の
大
部
分
は
下
半
期
に
収

入
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
費
目
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
順
調
に
収
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

歳
出

　
98
億
９
０
８
５
万
円
が
支
出
済

み
で
、
42
・
５
％
の
執
行
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
費
目
と
も
、
９

月
ま
で
の
計
画
に
対
し
て
、
お
お

む
ね
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計

　
一
般
会
計
同
様
に
各
特
別
会
計

も
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
執
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

特別会計

市債残高の状況

0 50 1000 〈億円〉 〈億円〉50100
99 億 972万円
47億 7632万円
35億 7448万円
11億 4726万円
22億 2902万円
7億 8224万円
19億 5852万円
10億 2173万円
18億 5418万円
7億 7188万円
15億 6763万円
6億 8282万円
10億 988万円
4億 7808万円
11億 8209万円
2億 3052万円

民　生　費
総　務　費
教　育　費
土　木　費
衛　生　費
公　債　費
消　防　費
そ　の　他

予算額
232 億 8552万円

歳入
収入済額   110 億 8717万円

（収入率 47.6％）

歳出
支出済額　98億 9085万円

（執行率 42.5％）

95億 7592万円
（60.4％）57億 8544万円

58億 2034万円
（30.5％）17億 7278万円

17億 36万円
（64.6％）  10 億 9884万円

13億 9685万円
（0％） 　　　　   0 万円

13億 4300万円
（59.9％）   8 億 388万円

10億 7794万円
（100％）  10 億 7794万円

10億 4399万円
（0.5％） 　　　  549 万円

13億 2712万円
（40.9％）   5 億 4280 万円

市　　　税
国県支出金
地方交付税
市　　　債
　
繰　越　金
繰　入　金
そ　の　他

地方消費税
交　付　金

予算額（上段）
収入済額（下段）

予算額（上段）
支出済額（下段）

（48.2%）

（32.1%）

（35.1%）

（52.2%）

（41.6%）

（43.6%）

（47.3%）

（19.5%）

一般会計

市の財政状況をお知らせします～令和3年上半期～

問合先　財政課財政担当

会計名 予算額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)
国民健康保険 61億4883万円 37億9084万円 61.7 33億2979万円 54.2	
後期高齢者医療 8億7491万円 3億3237万円 38.0 3億		594万円 35.0	
介護保険 48億5925万円 28億4883万円 58.6 17億6002万円 36.2	
一本松土地区画整理事業 1億9474万円 6475万円 33.2 4060万円 20.8	
若葉駅西口土地区画整理事業 4億 658万円 1億3367万円 32.9 1億1949万円 29.4	

会計名 9月末現在高(元金) 昨年度同時期との比較
一般会計 160億6914万円 1億4757万円
一本松土地区画整理事業 7234万円 △1936万円
若葉駅西口土地区画整理事業 6億7447万円 △1億		663万円
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　「鶴ヶ島市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、人事行政の運営の概要をお知らせ
します。
■任免の状況（令和2年度）
　採用14人(一般事務職14人)
　退職14人(定年9人、勧奨2人、自己都合3人)

■一般行政職の級別職員数（令和3年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的
な職名 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 部長

人数 14	 34 90 50 51 30 9 278
割合 5.0 12.2 32.5 18.0 18.3 10.8 3.2 100
※　鶴ヶ島市の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です
※　一般行政職とは、税務職・福祉職・教育職・技能職などを除い
た職種です（以下同じ）

■部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区分

部門
職　員　数 対前年

増減数令和3年 令和2年

一般行政部門

議　　会 5 5
総　　務 106 108 △2
税　　務 29 30 △1
民　　生 95 95
衛　　生 27 26 1
労　　働 1 1
農林水産 6 7 △1
商　　工 4 4
土　　木 41 45 △4
小　　計 314 321 △7

特別行政部門
教　　育 40 40
小　　計 40 40

普通会計　　計 354 361 △7

公営企業等
会計部門

国保事業
その他 23 22 1

小　　計 23 22 1
合　　　　　　　計 377 383 △6

※　職員数は、一般職に属する職員数であり、派遣職員および再
任用職員(フルタイム)を含み、再任用職員(短時間)、会計年度任用
職員を除いています

■人件費の状況（令和2年度普通会計決算）
住民
基本台帳
人口

（R3.3.31現在）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（B／A）

元年度の
人件費率
（参考）

6万9969人 309億8771万2000円 35億9310万円 11.6％ 16.2％

※　人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます
※　人件費率とは、歳出額に占める人件費の割合です

■職員の平均給料月額と平均年齢（令和3年4月1日現在）

区　分
一般行政職 技　能　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
鶴ヶ島市 31万7345円 42.3歳 31万9066円 55.9歳
国 32万5827円 43.0歳 28万6947円 50.9歳

■職員の初任給〔給料月額〕（令和3年4月1日現在）

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒
鶴ヶ島市 18万8700円 16万100円
国 18万2200円 15万600円

■ラスパイレス指数（令和2年度）
区　分 一般行政職
鶴ヶ島市 98.5

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を100として比
較したものです

■職員手当（令和3年4月1日現在）
期末手当
勤勉手当 年間支給割合　期末手当　2.55月分　　　　　　　勤勉手当　1.90月分
地域手当 給料・扶養手当および管理職手当の総額の10％
特殊勤務
手　　当

①防疫作業手当(日額500円)
②行旅病人等取扱手当(1回1500円または3000円）

扶養手当
①配偶者6500円　②子1万円
③父母など6500円
（特定扶養〔16歳～22歳の扶養親族〕5000円加算）

住居手当 賃貸住宅→家賃額に応じて支給(最高2万8000円)

通勤手当
①交通機関利用者→運賃相当額(最高5万5000円)	
②交通用具(自動車など)利用者(ただし、2km以
上)→距離に応じた定額(最高3万1600円)

管 理 職
手　　当

部長級7万円、課長級5万2000円、
主幹級4万1000円

退職手当
区　分 勤続20年 勤続25年 勤続30年 最高限度額
自己都合 19.669500月分 28.039500月分 34.735500月分 47.709000月分
定年・勧奨 24.586875月分 33.270750月分 40.803750月分 47.709000月分

■勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間（標準）
始業時刻 終業時刻 1日の勤務時間 1週間の勤務時間
8時30分 17時15分 7時間45分 38時間45分

（2）年次有給休暇の取得状況（令和2年度）
制　度　の　概　要 平均取得日数

1年度につき20日付与（翌年度繰越可能。最大40日） 11.0日

（3）育児休業などの取得状況（令和3年4月1日現在）
休業の種類 育児休業 部分休業
取得者数 10人 12人

市職員の給与、勤務条件などを公表します

問合先　人事課人事担当
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（3）育児休業などの取得状況（令和3年4月1日現在）
休業の種類 育児休業 部分休業
取得者数 10人 12人

市職員の給与、勤務条件などを公表します

問合先　人事課人事担当
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償却資産の申告は1月31日までです

問合先　税務課資産税担当

償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
、
事
業
を
行
っ
て
い

る
方
や
、
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
な
ど
の

不
動
産
経
営
を
し
て
い
る
方
が
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産

を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
に
は
、
土
地
や
家
屋
と
同

じ
く
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
種
類

申
告
義
務
が
あ
り
ま
す

　
登
記
制
度
の
あ
る
土
地
・
家
屋
と
は

異
な
り
、
償
却
資
産
は
資
産
の
所
有
者

に
対
し
て
、
毎
年
申
告
の
義
務
を
課
し

て
い
ま
す
。
共
同
住
宅
・
駐
車
場
な
ど

の
不
動
産
経
営
者
の
方
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
門
や
塀
・
駐
車
場
の
舗
装
、

ご
み
置
き
場
な
ど
に
係
る
税
金
は
、
土

地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税
に
含
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
期
限

　
１
月
31
日
㈪
ま
で

提
出
方
法

　
税
務
課
に
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
社
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子
申
告

（eLTA
X

）で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

提
出
書
類

　
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
全
資
産
の

種
類
別
明
細
書（
増
減
の
な
い
場
合
で

も
全
資
産
の
明
細
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

　
独
自
の
様
式
で
の
全
資
産
申
告
お
よ

び
電
子
申
告
に
つ
い
て
は
、
必
ず
全
所

有
資
産
に
つ
い
て
評
価
額
な
ど
を
計
算

し
、
明
細
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す

　
令
和
３
年
度
分
を
申
告
さ
れ
た
方
に

は
、
12
月
上
旬
に
、
申
告
用
紙
を
送
付

し
ま
す
。

　
新
規
事
業
所
な
ど
で
新
た
に
申
告
さ

れ
る
方
に
は
、
必
要
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
基
づ
き
、

法
人
の
方
は
、
13
桁
の
法
人
番
号
を
、

個
人
事
業
主
の
方
は
、
12
桁
の
個
人
番

号
を
、
申
告
書
の
所
定
の
記
載
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
は
、
本
人
確
認
と
個
人
番

号
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
税
務
署
へ
毎
年
申
告
を
し
て
い

ま
す
が
、
市
に
も
申
告
は
必
要
で
す

か
？

Ａ
１
　
必
要
で
す
。
税
務
署
は
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
）の
申
告
、
市
役
所

は
、
地
方
税（
固
定
資
産
税
）の
申
告
で

す
。
ま
た
、
市
税
と
国
税
で
は
取
扱
い

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
２
　
資
産
の
所
有
状
況
把
握
の
た

め
、「
資
産
な
し
」
の
申
告
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
所
有
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合

で
も
申
告
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３
　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

内
容
に
変
更
が
な
く
て
も
、
申
告
は
必

要
で
す
。
申
告
の
際
は
全
資
産
の
明
細

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
　
廃
業
し
た
場
合
、
申
告
は
必
要

で
す
か
？

Ａ
４
　
必
要
で
す
。
廃
業（
転
出
・
解

散
を
含
む
）し
た
旨
を
記
載
し
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
　
申
告
に
つ
い
て
調
査
依
頼
の
通

知
が
届
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
で
す

か
？

Ａ
５ 

申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め

に
、
固
定
資
産
台
帳
や
所
得
税（
法
人

税
）申
告
書
類
な
ど
の
写
し
の
提
出
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

種
類

具
体
例

構
築
物

門
・
塀
・
舗
装
・
外
構
・
緑

化
施
設
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
・

広
告
塔
・
屋
外
配
管
用
設
備

な
ど

機
械
・

装
置

土
木
建
設
機
械
・
電
気
機
械

な
ど
の
各
種
産
業
用
機
械
・

太
陽
光
発
電
設
備
　な
ど

車
両
・

運
搬
具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大

型
特
殊
自
動
車
・	

構
内
運
搬

具
　な
ど

工
具
・

器
具
・

備
品

事
務
机
・
椅
子
・
レ
ジ
・	

パ

ソ
コ
ン
・
医
療
機
器
・
事
務

機
器
・
エ
ア
コ
ン
　な
ど
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医療費の適正化について

問合先　保険年金課国民健康保険担当、高齢者医療担当

防犯各種表彰を受賞しました
問合先　安心安全推進課 

交通安全・防犯担当

適
正
な
保
険
診
療
に
ご
協
力
を

　
国
民
健
康
保
険
で
は
年
に
６

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

年
に
３
回
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関

を
受
診
し
た
医
療
費
の
額
な
ど
を

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

と
し
て

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
機

関
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
皆

さ
ん
が
負
担
し
た
保
険
税（
料
）と

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と

り
が
健
康
管
理
を
心
が
け
、
同
一

の
病
気
や
け
が
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る｢

重
複
受
診｣

や
同

じ
月
内
に
繰
り
返
し
か
か
る｢

頻

回
受
診｣

を
見
直
し
、
適
正
な
保

険
診
療
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
市
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
防
犯
活

動
を
、
長
期
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
功
労
を
称

え
、
鶴
ヶ
島
市
か
ら
２
名
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
活
用
で
き
ま
す

　
軽
い
病
気
の
症
状
緩
和
な
ど
に

は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
活
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
な
ど
で
処
方
箋
が
な
く
て

も
購
入
で
き
る
医
薬
品
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
疾
病
や
症
状
の
改
善
に

効
果
を
発
揮
す
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

を
上
手
に
使
い
、
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
　「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
場
合
、
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
使
用
す
る
方
は
適
正
な
保
管

を
お
願
い
し
ま
す
。｢

医
療
費
の

お
知
ら
せ｣

に
記
載
さ
れ
た
受
診

日
数
や
医
療
費
の
額
に
相
違
が
あ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

全
国
防
犯
栄
誉
銅
賞（（
公
財
）全

国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
）

新し
ん
や谷
忠た
だ
つ
ぐ次
さ
ん

地
域
安
全
功
労
者
表
彰（（
公
社
）

埼
玉
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
・

埼
玉
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰
）

浜は
ま
の野

等ひ
と
し

さ
ん

鶴ヶ島市職員募集

問合先　人事課人事担当

市有地を公売(売却)します

問合先　資産管理課財産管理担当

　
市
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
土
木
）　
　
若
干
名

一
般
行
政
職（
学
芸
員
）　
若
干
名

　
市
が
所
有
す
る
土
地
の
公
売
を

行
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
12
月
20
日
㈪
～
24
日

㈮
９
時
～
17
時

受
付
場
所
　
市
役
所
資
産
管
理
課

入
札
日
　
１
月
12
日
㈬
10
時

公
売
物
件  

脚
折
字
前
原
１
５
１

３
番
２
　

受
験
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
12
月
１
日
㈬
か
ら
10

日
㈮
ま
で
に
人
事
課
へ
直
接
ま
た

は
郵
送

※
　
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

第
１
次
試
験
日
　
１
月
９
日
㈰

※
　
採
用
試
験
案
内
、
申
込
書
類

は
市
役
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳細はこちら

登
記
地
目  

宅
地

面
積  

１
０
３
５
・
34
㎡

※
　
12
月
８
日
㈬
と
９
日
㈭
に
現

地
説
明
会
を
行
い
ま
す

※
　
売
却
案
内（
入
札
の
手
引
き
）

お
よ
び
申
込
書
類
は
、
市
役
所
資

産
管
理
課
で
配
布
し
ま
す

※
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
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問合先　保険年金課国民健康保険担当、高齢者医療担当

防犯各種表彰を受賞しました
問合先　安心安全推進課 

交通安全・防犯担当

適
正
な
保
険
診
療
に
ご
協
力
を

　
国
民
健
康
保
険
で
は
年
に
６

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

年
に
３
回
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関

を
受
診
し
た
医
療
費
の
額
な
ど
を

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

と
し
て

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
機

関
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
皆

さ
ん
が
負
担
し
た
保
険
税（
料
）と

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と

り
が
健
康
管
理
を
心
が
け
、
同
一

の
病
気
や
け
が
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る｢

重
複
受
診｣

や
同

じ
月
内
に
繰
り
返
し
か
か
る｢

頻

回
受
診｣

を
見
直
し
、
適
正
な
保

険
診
療
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
市
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
防
犯
活

動
を
、
長
期
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
功
労
を
称

え
、
鶴
ヶ
島
市
か
ら
２
名
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
活
用
で
き
ま
す

　
軽
い
病
気
の
症
状
緩
和
な
ど
に

は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
活
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
薬
局
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
な
ど
で
処
方
箋
が
な
く
て

も
購
入
で
き
る
医
薬
品
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
疾
病
や
症
状
の
改
善
に

効
果
を
発
揮
す
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

を
上
手
に
使
い
、
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
　「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
場
合
、
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
使
用
す
る
方
は
適
正
な
保
管

を
お
願
い
し
ま
す
。｢

医
療
費
の

お
知
ら
せ｣
に
記
載
さ
れ
た
受
診

日
数
や
医
療
費
の
額
に
相
違
が
あ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

全
国
防
犯
栄
誉
銅
賞（（
公
財
）全

国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
）

新し
ん
や谷
忠た
だ
つ
ぐ次
さ
ん

地
域
安
全
功
労
者
表
彰（（
公
社
）

埼
玉
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
・

埼
玉
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰
）

浜は
ま
の野

等ひ
と
し

さ
ん

鶴ヶ島市職員募集

問合先　人事課人事担当

市有地を公売(売却)します

問合先　資産管理課財産管理担当

　
市
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
土
木
）　
　
若
干
名

一
般
行
政
職（
学
芸
員
）　
若
干
名

　
市
が
所
有
す
る
土
地
の
公
売
を

行
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
一
般
競
争
入
札
参
加

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
12
月
20
日
㈪
～
24
日

㈮
９
時
～
17
時

受
付
場
所
　
市
役
所
資
産
管
理
課

入
札
日
　
１
月
12
日
㈬
10
時

公
売
物
件  

脚
折
字
前
原
１
５
１

３
番
２
　

受
験
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
12
月
１
日
㈬
か
ら
10

日
㈮
ま
で
に
人
事
課
へ
直
接
ま
た

は
郵
送

※
　
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

第
１
次
試
験
日
　
１
月
９
日
㈰

※
　
採
用
試
験
案
内
、
申
込
書
類

は
市
役
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳細はこちら

登
記
地
目  

宅
地

面
積  

１
０
３
５
・
34
㎡

※
　
12
月
８
日
㈬
と
９
日
㈭
に
現

地
説
明
会
を
行
い
ま
す

※
　
売
却
案
内（
入
札
の
手
引
き
）

お
よ
び
申
込
書
類
は
、
市
役
所
資

産
管
理
課
で
配
布
し
ま
す

※
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
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第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画(素案)
への意見を募集します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

つるがしま男女共同参画推進プラン
（第6次）(素案)への意見を募集します

問合先　女性センター☎287・4755

　
市
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
社
会
福
祉
法
第
１
０
７
条
に

基
づ
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
「
第

３
次
鶴
ヶ
島
市
地
域
福
祉
計
画
・

鶴
ヶ
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
計
画（
素
案
）に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

12
月
17
日
㈮
～
１
月
15
日
㈯

計
画（
素
案
）の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
情
報

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、「
つ
る
が
し
ま
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン（
第
６
次
）」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
計
画（
素
案
）に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

12
月
17
日
㈮
～
１
月
15
日
㈯

計
画（
素
案
）の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張

所
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張

所
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
政
策
課

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、意
見（
様

式
自
由
）を
記
入
し
、
直
接
ま
た

は
郵
送（
〒
３
５
０
―
２
２
９
２

住
所
不
要
）、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

メ
ー
ル（

10500010

＠city.
tsurugashim

a.lg.jp

）
で
福
祉

政
策
課
へ
。

※
　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
政
策
推

進
課

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、意
見（
様

式
自
由
）を
記
入
し
、
直
接
ま
た

は
郵
送（
〒
３
５
０
―
２
２
１
３
　

脚
折
１
９
２
２
―
７
）、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ（
5
２
７
１・５
２
９
７
）、

メ
ー
ル（

10200020

＠city.
tsurugashim

a.lg.jp

）
で
女
性

セ
ン
タ
ー
へ
。

※
　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

新入学準備費の入学前支給を行います

問合先　学校教育課学務担当

　
令
和
４
年
度
に
小
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者

の
方
に
、
新
入
学
準
備
費
の
支
給

を
入
学
前
の
３
月
に
行
い
ま
す
。

対
象
者
・
申
請
方
法

対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
方

・
収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困

り
で
、
認
定
基
準
の
範
囲
内
の
方

（
認
定
基
準
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

・
市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

・
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予
さ
れ

た
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方申
請
方
法

　
次
の
①
か
ら
⑤
を
持
参
し
、
１

月
31
日
㈪
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
就
学
援
助
認
定
申
請
書
・
世
帯

票（
学
校
教
育
課
で
配
布
）

②
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
を

証
明
で
き
る
書
類（「
運
転
免
許

証
」
な
ど
）

③
振
込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳

な
ど
）

④
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
証
書
、
決
定
通
知
な

ど
を
ご
提
示
い
た
だ
く
か
、
コ
ピ

ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
令
和
３
年
１
月
１
日
に
、
鶴
ヶ

島
市
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か

っ
た
方
は
、
令
和
3
年
度
課
税
証

明
書
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
す（
16
歳
以
上
の
同
居

者
全
員
分
）。

支
給
額
・
支
給
日
な
ど
　

支
給
額
　

　
小
学
校
５
万
１
０
６
０
円

　
中
学
校
６
万
円

支
給
日
　

　
令
和
４
年
３
月
予
定

支
給
方
法

　
保
護
者
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

そ
の
他

　
新
入
学
準
備
費
は
、
就
学
援
助

制
度
に
よ
る
支
給
で
す
。
す
で
に

令
和
３
年
度
就
学
援
助
認
定
と
な

っ
て
い
る
世
帯
は
、
あ
ら
た
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。詳細はこちら
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処理困難物一斉有料回収を実施します 

問合先　生活環境課環境推進担当

12月は「地球温暖化防止月間」です   

問合先　生活環境課環境保全担当

　
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
は
、
平

成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を
契
機

に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
熱
中
症

リ
ス
ク
の
増
加
、
作
物
価
格
の
高

騰
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
政
府
は
、
地
球
温
暖
化
の
進
行

を
抑
え
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
に

２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減
と
い

う
目
標
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
、
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
を

県
と
共
同
で
設
置
し
、情
報
収
集・

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
暖

房
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
が
増
え
て
い
く
時
期
で
す
。
寒

い
日
は
上
着
を
１
枚
多
く
着
る
な

ど
、
暖
か
い
格
好
で
過
ご
し
、
暖

房
温
度
を
低
め
に
設
定
す
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と

か
ら
行
動
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

日
時
　
12
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
開

庁
時
間

※
　
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
期
間
中
の
催
し
物

【
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会
】
緑
の

カ
ー
テ
ン
に
関
す
る
応
募
作
品
の

展
覧
会
を
行
い
ま
す

【
生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の
紹

介
と
実
物
展
示
】
キ
エ
ー
ロ
の
魅

力
を
伝
え
ま
す

【
わ
た
し
の
「
食
品
ロ
ス
」
ゼ
ロ

作
戦
】
ア
イ
デ
ア
募
集
作
品
展
示

第
６
回
緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換

会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
12
月
14
日
㈫
13
時
～
14
時

30
分

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議

室内
容
　
１
部
　
育
成
情
報
交
換
会

（
13
時
～
14
時
）

２
部
　
環
境
の
お
話（
14
時
５
分

～
14
時
30
分
）

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー
テ

ン
市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
、

先
着
15
人
）

そ
の
他
　
参
加
者
に
、
花
の
種
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
通
常
だ
と
埼
玉
西
部
環
境
保
全

組
合
で
は
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
処
理
困

難
物
を
、
取
扱
事
業
者
と
協
力
し

有
料
で
回
収
し
ま
す
。

　
回
収
対
象
以
外
の
処
理
困
難
物

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
13

時
～
15
時

場
所
　
市
役
所
来
庁
者
用
駐
車
場

対
象
者
　
市
内
在
住
者（
事
業
者

を
除
く
）

取
扱
事
業
者
　
㈱
国
分
商
会
・
坂

戸
防
災
㈱
・
永
和
鉄
鋼
㈱

回
収
対
象
と
料
金
　
左
表
の
と
お

り※
　
パ
ソ
コ
ン
は
必
ず
個
人
情
報

を
消
去
し
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く

だ
さ
い

※
　
12
月
１
日
よ
り
充
電
式
電
池

が
取
り
外
せ
な
い
小
型
家
電
は
他

の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
別
に
し

て
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
日
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

市HPはこちら

回収対象 料金

タイヤ

乗用車用 400円

4WD・トラック用 600円

オートバイ用 200円

農機具用(～50㎝) 1500円

農機具用(51㎝～) 2000円

ホイール

自動車用 200円
オートバイ用 100円
農機具用(～50㎝) 300円
農機具用(51㎝～) 500円

消火器
リサイクルシールなし 1600円
リサイクルシールあり 1100円
バッテリー 無料
パソコン 無料

充電式電池が取り外せない小型家電 無料
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処理困難物一斉有料回収を実施します 

問合先　生活環境課環境推進担当

12月は「地球温暖化防止月間」です   

問合先　生活環境課環境保全担当

　
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
は
、
平

成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を
契
機

に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
熱
中
症

リ
ス
ク
の
増
加
、
作
物
価
格
の
高

騰
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
政
府
は
、
地
球
温
暖
化
の
進
行

を
抑
え
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
に

２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減
と
い

う
目
標
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
、
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
を

県
と
共
同
で
設
置
し
、情
報
収
集・

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
暖

房
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
が
増
え
て
い
く
時
期
で
す
。
寒

い
日
は
上
着
を
１
枚
多
く
着
る
な

ど
、
暖
か
い
格
好
で
過
ご
し
、
暖

房
温
度
を
低
め
に
設
定
す
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と

か
ら
行
動
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

日
時
　
12
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
開

庁
時
間

※
　
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
期
間
中
の
催
し
物

【
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会
】
緑
の

カ
ー
テ
ン
に
関
す
る
応
募
作
品
の

展
覧
会
を
行
い
ま
す

【
生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の
紹

介
と
実
物
展
示
】
キ
エ
ー
ロ
の
魅

力
を
伝
え
ま
す

【
わ
た
し
の
「
食
品
ロ
ス
」
ゼ
ロ

作
戦
】
ア
イ
デ
ア
募
集
作
品
展
示

第
６
回
緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換

会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
12
月
14
日
㈫
13
時
～
14
時

30
分

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議

室内
容
　
１
部
　
育
成
情
報
交
換
会

（
13
時
～
14
時
）

２
部
　
環
境
の
お
話（
14
時
５
分

～
14
時
30
分
）

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー
テ

ン
市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
、

先
着
15
人
）

そ
の
他
　
参
加
者
に
、
花
の
種
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
通
常
だ
と
埼
玉
西
部
環
境
保
全

組
合
で
は
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
処
理
困

難
物
を
、
取
扱
事
業
者
と
協
力
し

有
料
で
回
収
し
ま
す
。

　
回
収
対
象
以
外
の
処
理
困
難
物

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
13

時
～
15
時

場
所
　
市
役
所
来
庁
者
用
駐
車
場

対
象
者
　
市
内
在
住
者（
事
業
者

を
除
く
）

取
扱
事
業
者
　
㈱
国
分
商
会
・
坂

戸
防
災
㈱
・
永
和
鉄
鋼
㈱

回
収
対
象
と
料
金
　
左
表
の
と
お

り※
　
パ
ソ
コ
ン
は
必
ず
個
人
情
報

を
消
去
し
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く

だ
さ
い

※
　
12
月
１
日
よ
り
充
電
式
電
池

が
取
り
外
せ
な
い
小
型
家
電
は
他

の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
別
に
し

て
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
日
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

市HPはこちら

回収対象 料金

タイヤ

乗用車用 400円

4WD・トラック用 600円

オートバイ用 200円

農機具用(～50㎝) 1500円

農機具用(51㎝～) 2000円

ホイール

自動車用 200円
オートバイ用 100円
農機具用(～50㎝) 300円
農機具用(51㎝～) 500円

消火器
リサイクルシールなし 1600円
リサイクルシールあり 1100円
バッテリー 無料
パソコン 無料

充電式電池が取り外せない小型家電 無料
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水道メーターなどを寒さから守ろう 

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団給水課☎283・1953

障害者用駐車場は 
必要な人のために 
問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
る

と
、
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
凍
結

し
、
破
損
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
の
保
温
は
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
る

○
露
出
し
た
水
道
管
は
、
布
な
ど

を
巻
い
て
保
温
し
、
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
や
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る

○
凍
結
し
た
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯

で
徐
々
に
溶
か
す

○
家
を
数
日
留
守
に
す
る
場
合

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
丙
止
水
栓
を
必
ず
閉
め
る

○
破
損
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
丙
止
水
栓
を

閉
め
、
破
損
箇
所
に
布
か
テ
ー
プ

を
巻
い
て
応
急
処
置
を
し
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ

　
障
害
者
用
駐
車
場
と
は
、
車
椅

子
使
用
者
や
、
体
の
不
自
由
な
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
車
の
乗
り

降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人

の
た
め
の
幅
の
広
い
駐
車
区
画
の

こ
と
で
す
。
必
要
が
な
い
人
は
駐

車
し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
タ
ー
の
破
損
は
水
道
企
業
団
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い

水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出
に

つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
日
前
ま

で
に
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
水
道
を
使
い
始
め
る
と

き②
部
屋
の
工
事
、
清
掃
な
ど
で
一

時
的
に
水
道
を
使
い
始
め
る
と
き

③
引
越
し
、
長
期
不
在
な
ど
で
水

道
を
止
め
る
と
き

受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を

除
く
）

  

詳
し
く
は
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水道企業団
HPはこちら

冬の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
年
末
は
、
人
や
車
の
動
き
が
慌

た
だ
し
く
な
り
、
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
年
末
に
向

け
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
冬
の
交
通
事

故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

明
る
い
服
・
反
射
材
を
着
用

　
日
没
時
間
が
早
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
か
ら
車
の
ラ
イ

ト
が
見
え
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は
歩
行
者
や
自
転
車
が
よ
く
見

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間

に
外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
明
る

く
目
立
つ
色
の
衣
服
を
着
用
し
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
て
自
分
の
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

手
を
上
げ
て
道
路
の
横
断
を

　
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
手
を
上
げ
る
「
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
」
で
横
断
す
る
意
思

を
明
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
埼
玉

県
警
察
の
調
査
で
は
、
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
ハ
ン
ド
サ
イ
ン

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
８
割
以
上

の
車
が
停
止
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

「SIG
N

（
サ
イ
ン
）」
を
合
言
葉
に

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て

Ｓ
　
し
っ
か
り「
横
断
意
思
表
示
」

手
を
上
げ
る
、
手
を
差
し
出
す
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
顔
を
向
け
る
な
ど

横
断
す
る
意
思
を
明
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

Ｉ
　
い
つ
で
も
「
安
全
確
認
」

ど
ん
な
に
急
い
で
い
て
も
大
き
く

首
を
振
っ
て
左
右
の
安
全
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

Ｇ
　
じ
ー
っ
く
り
「
他
車
両
の
動

向
注
意
」

車
の
接
近
や
、
停
止
車
両
の
陰
か

ら
出
て
く
る
車
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

Ｎ
　
に
っ
こ
り
「
会
釈
で
あ
り
が

と
う
」

停
ま
っ
た
車
の
運
転
手
に
あ
り
が

と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

期
間

12
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫

市
運
動
重
点

安
全
な
道
路
横
断
　
ハ
ン
ド
サ
イ

ン
の
推
進

街
頭
指
導

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
な
ど
を
配
布
し

な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま

す
。

日
時
　
12
月
7
日
㈫
　
14
時
～

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
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市政情報

令和3・4年度競争入札参加資格審査申請の追加受付 

問合先　各問合先

リプラ川角で火災が発生！～ごみの分別にご協力ください～ 

問合先　埼玉西部環境保全組合　川角リサイクルプラザ☎294・4115

火
災
が
発
生
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
10
月
18
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
や
電
子
タ
バ
コ
な
ど
の
小
型
家

電
に
入
っ
て
い
る
小
型
充
電
式
電

池
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
一
部

の
設
備
が
使
用
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

一
緒
に
入
れ
な
い
で
！

　
電
気
や
電
池
で
動
く
「
小
型
家

電（
電
動
お
も
ち
ゃ
等
も
含
む
）」

を
『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』
の
日
に

出
す
際
は
、
電
池
や
小
型
充
電
式

電
池
を
取
り
外
し
た
う
え
で
、
他

の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
別
に
し

て
「
小
型
家
電
」
だ
け
を
袋
に
入

れ
て
出
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

構
造
上
、
電
池
や
小
型
充
電

式
電
池
が
取
り
外
せ
な
い
小
型
家

電
も
同
様
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
次
の
団
体
が
発
注
す
る
建
設
工

事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
物
品
・

そ
の
他
の
業
務
委
託
な
ど
の
入
札

ま
た
は
見
積
り
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
は
、
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
し
て
、
資
格

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
令
和
３
年
１
月
に
申

請
し
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

業
種
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

坂戸・鶴ヶ島
消防組合

坂戸、鶴ヶ島
下水道組合

坂戸、鶴ヶ島
水道企業団

受付期間 1月11日（火）～21日（金）
※　消印有効

提出方法 郵送のみ（簡易書留など配達が確認できる方法、持参不可）

申請要領 消防組合HPから
ダウンロード

下水道組合HPから
ダウンロード

水道企業団HPから
ダウンロード

提出先
坂戸・鶴ヶ島消防組合
管理課管理担当（〒350-0221
坂戸市鎌倉町16-16）

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
総務課（〒350-0214
坂戸市千代田1-1-16）

坂戸、鶴ヶ島水道企業団
財務課管財担当（〒350-0214
坂戸市千代田1-1-16）

問合先 消防組合管理課管理担当
☎281・3120

下水道組合総務課
☎283・2051

水道企業団財務課管財担当
☎283・2080

一緒に
しない！！

小型家電類
電動おもちゃ
モバイルバッテリー
電子タバコ　	カメラ
掃除機　	プリンター		など

他の燃やせないごみ
なべ・やかん類
ガラス製品・陶磁器
便座・ウォシュレット
危険物（包丁・電球）　など
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市政情報

令和3・4年度競争入札参加資格審査申請の追加受付 

問合先　各問合先

リプラ川角で火災が発生！～ごみの分別にご協力ください～ 

問合先　埼玉西部環境保全組合　川角リサイクルプラザ☎294・4115

火
災
が
発
生
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
10
月
18
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
や
電
子
タ
バ
コ
な
ど
の
小
型
家

電
に
入
っ
て
い
る
小
型
充
電
式
電

池
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
一
部

の
設
備
が
使
用
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

一
緒
に
入
れ
な
い
で
！

　
電
気
や
電
池
で
動
く
「
小
型
家

電（
電
動
お
も
ち
ゃ
等
も
含
む
）」

を
『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』
の
日
に

出
す
際
は
、
電
池
や
小
型
充
電
式

電
池
を
取
り
外
し
た
う
え
で
、
他

の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
別
に
し

て
「
小
型
家
電
」
だ
け
を
袋
に
入

れ
て
出
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

構
造
上
、
電
池
や
小
型
充
電

式
電
池
が
取
り
外
せ
な
い
小
型
家

電
も
同
様
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
次
の
団
体
が
発
注
す
る
建
設
工

事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
物
品
・

そ
の
他
の
業
務
委
託
な
ど
の
入
札

ま
た
は
見
積
り
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
は
、
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
し
て
、
資
格

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
令
和
３
年
１
月
に
申

請
し
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

業
種
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

坂戸・鶴ヶ島
消防組合

坂戸、鶴ヶ島
下水道組合

坂戸、鶴ヶ島
水道企業団

受付期間 1月11日（火）～21日（金）
※　消印有効

提出方法 郵送のみ（簡易書留など配達が確認できる方法、持参不可）

申請要領 消防組合HPから
ダウンロード

下水道組合HPから
ダウンロード

水道企業団HPから
ダウンロード

提出先
坂戸・鶴ヶ島消防組合
管理課管理担当（〒350-0221
坂戸市鎌倉町16-16）

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
総務課（〒350-0214
坂戸市千代田1-1-16）

坂戸、鶴ヶ島水道企業団
財務課管財担当（〒350-0214
坂戸市千代田1-1-16）

問合先 消防組合管理課管理担当
☎281・3120

下水道組合総務課
☎283・2051

水道企業団財務課管財担当
☎283・2080

一緒に
しない！！

小型家電類
電動おもちゃ
モバイルバッテリー
電子タバコ　	カメラ
掃除機　	プリンター		など

他の燃やせないごみ
なべ・やかん類
ガラス製品・陶磁器
便座・ウォシュレット
危険物（包丁・電球）　など
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消防情報119トピックス「おうち時間　家族で点検　火の始末 」(2021年度全国統一防火標語)

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部☎281・3119 

マークが「文字」の場合は、新規格消火器に交換してください。
※　ご家庭でお使いの消火器は対象外です

男性、女性消防団員を募集しています！
鶴ヶ島市消防団では、火災や地震、風水害などの災害発生に備え、組織の更なる充実強化と活性化を図るため、
消防団員を募集しています。地域の安全、安心を守るため共に活動しませんか。

応募資格
　①鶴ヶ島市内在住および在勤、通学者
　②年齢18歳以上
　③心身ともに健康な方
主な活動
　火災等災害出場、歳末特別警戒、火災予防運動、広報活動など
主な行事
　辞令交付式、特別点検、消防出初め式、操法大会など
申込・問合先
　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理課消防団担当☎281・3119

旧規格消火器は12月31日までに交換が必要です
問合先　消防本部予防課☎281・3117

災害用ドローン運用開始！
8月11日から、災害用ドローンの運用を開始しま
した。
配備されたドローンは、小型カメラを搭載し、
上空から災害現場を確認することで、火災や地
震などの災害が発生した際に、助けを求めてい
る方を広範囲に捜索することが可能となります。

公式YouTubeチャンネル開設中！
インターネットを通じて消防に関する情報を市
民の方々に分かりやすく伝えるため、YouTube
公式チャンネルを開設しています。
今年度につきましては、新型コロナウイルス感
染拡大防止のためイベントなどの実施がなく、
「令和3年度新採用者訓練」の動画しか掲載でき
ていませんが、現在新しい動画を
作成中ですので、楽しみにお待ち
ください。

旧規格

新規格

火災適応マーク
をチェック！

イメージキャラクター活躍中です
昨年度、「消防イメージキャラクター」として誕生した「さかぼう・
つるぼう」ですが、その後様々な姿・形で活躍をしています。今回
は、その一部を紹介します。

鶴ヶ島救急2号車 クリアファイル

消防出初め式について
新春恒例の消防出初め式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度も開催を中止することとなりました。

詳細はこちら

まちのために一緒に活動しませんか
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お知らせ
今月の納期

◆市・県民税第4期
◆国民健康保険税第6期
◆介護保険料第6期
◆後期高齢者医療保険料第6期

第39回鶴ヶ島駅伝競走大会
中止のお知らせ

令和4年2月6日(日)に予定していま
した「第39回鶴ヶ島駅伝競走大会」
は、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、中止とさせていただ
きます。
問　NPO法人鶴ヶ島市スポーツ協
会事務局(鶴ヶ島海洋センター内)
☎277・5199

手話通訳者派遣事業

年末年始(12月29日～１月3日)の期
間中、手話通訳者派遣事業の受付
が休みになります(緊急の場合を除
く)。この間、通訳の依頼を希望す
る方は、12月17日(金)までにお申
込みください。
問　社会福祉協議会☎271・6278、
5271・6277

Infor-
mation

つるバス・つるワゴン車内での
マナーアップにご協力を！

つるバス・つるワゴンの車内が混
み合うことが多くなっています。
皆さんが気持ちよく利用できるよ
う、車内でのマナーアップにご協
力をお願いします。
〇車内での飲食は、座席や他の利
用者の衣服を汚してしまうなど、
迷惑となる場合もありますので、
控えましょう。
〇座席に荷物を置くと他の利用者
が座れなくなるため、荷物は膝の
上に置きましょう。
〇携帯電話はマナーモードにし、
通話は他の利用者の迷惑となるの
でやめましょう。
問　都市計画課交通政策担当

特定(産業別)最低賃金改正の
お知らせ

令和3年10月1日から埼玉県最低
賃金は時間額956円(引上げ額28
円)となりました。
埼玉県最低賃金は、埼玉県内の事
業場で働くすべての労働者に適用
されます。
さらに、12月1日から5業種の特定
(産業別)最低賃金の時間額がそれ
ぞれ、非鉄金属製造業は974円、
電子部品等製造業は981円、輸送
用機械器具製造業は990円、光学
機械器具等製造業は990円、自動
車小売業は988円となりました。
問　埼玉労働局労働基準部賃金室
☎048・600・6205

国税庁HP
はこちら

国税庁動画チャンネル
はこちら

イベント実施に伴う新型コロナウイルス感染症対策について
イベントなどに参加される場合は、当日検温していただき、マスクの着用をお願いします。体調不良の際は、
参加をご遠慮ください。当日の体温やご体調によっては、参加をお断りさせていただくことがあります。
また、状況により、イベントを中止または延期とさせていただく可能性もありますので、予めご了承ください。

川越税務署からのお知らせ

確定申告には、ご自宅からスマートフォンでご利用いただけるe-Tax(スマホ
申告)が便利です。
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、多くの方
が訪れる確定申告会場に出向かなくても、マイナンバーカードと対応スマー
トフォンを利用して、スマホ申告することができます。
便利なスマホ申告では、年末調整済で医療費控除やふるさと納税などの寄付
金控除の申告をする方のほか、年末調整が済んでいない方、2か所以上の給与
所得がある方、年金収入や副業などの雑所得がある方など、多くの方が「ス
マホ専用画面」をご利用いただけます。
スマホ専用画面は、スマートフォンやタブレットでも画面が見やすく、操作
しやすくなっていますので、次の確定申告では、感染防止の観点からも、ぜ
ひご自宅からスマホ申告をご利用ください。	
また、事前に税務署でID・パスワードを取得していれば、マイナンバーカー
ドをお持ちでない方でも、e-Taxを利用できます。ただし、ID・パスワードは
暫定的な措置のため、マイナンバーカードの取得をお願いします。	
問　川越税務署☎235・9411


